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「理論」をどう実践するか 

－正しい実践をするために－ 

○ 吉備国際大学 岡崎 幸友（会員番号3447） 
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1. 「福祉は『これからの正義』をどう語るべきか」に対する発表者の関心－理論を実践する－ 
■ 「特定課題セッション VII」 のテーマから（発表の動機） 

難解な思想をそのまま講義する必要はない。ただ、（中略）、その思想を借りながら、今の社

会の課題を読み解き、援助者としての対応を考える思考のトレーニングをもっと福祉教育の現場

に持ち込むべき（後略）。 

※ここで問われているのは、「『思想』をそのまま教える教育」から「『思想』を活用する教育」

への転換である。⇒「思考」させる授業をデザインする。 
 
⇒本セッションから受け取ったメッセージを、発表者の関心に引きつけてみる。 

対人支援において「思想」や「理論」を「体現（具現化、可視化）」しないと、言葉遊びで

しかなく、自己満足ではないのか？あるいは社会福祉実践と言えないのではないか？  
⇒「～とは何か」を問うて、人は本当に救えるのか？ 

 
Ex.1 「あの人は、傾聴的態度に基づいた支援をしているね」 

→傾聴的態度が仮象でないこと（＝心ここにあらずではない）を、証明するには？ある

いは、傾聴よりも支援結果が重要？ 
Ex.2 「あの人は、人権と社会正義の原理に基づいた支援をしているね」 

→文章として成り立ても、抽象的な「言葉」を具現化することは可能か？ 

 
⇒本発表では、 

※「『理論』と『実践』が繋がっているとする根拠」について考える。 
 

2. 「『思想』をそのまま教える教育」から「『思想』を活用する教育」へ－論点の整理－ 

■ 現状の問題点 

演習における事例検討や、実習を通しての利用者との関わりに、リアリティを持って取り組

むように促すことは容易であっても、経験の浅い学生に対して、そこに自らを投じさせて理解

させることは困難を伴う。 

社会福祉を支える理論が、実践において具現化されているとする「根拠」について考察する。 
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※困難を伴う理由…  
1）経験不足から来る想像力不足 
2）相手の状況を、「自分のこと」として理解できない。 
3）「知識（思想・理論）を応用する方法や繋がりが不明瞭。 

 
 

「相手」に対する力量の習得は、就職先での研修や、職人的技術の習得によることが多くな

り、経験を通しての単なる「実践」上での理解に偏ってしまう傾向にある。 

※ここで意味しているのは、（やや過激）「支援方法を知っているだけ」という状況。 
※（象徴的には）「介護（技術、思想）」を学んでいないにも拘わらず、「まずは、介護」が導

入として提示されている。理屈はとにかく「そうすべき」。 
⇒1）「介護の専門性」を否定している 2）SWとの繋がりが不明瞭 
 
⇒この背景には、 

「社会福祉士養成課程のカリキュラムの中で、実際には思想や価値、倫理を十分に考えさせる

ことができてい」ない。 

 
からであり、だから 

「福祉の思想を問う教育のあり方がもっと検討されても良いのではない」か。 

 
 
3. 理論と実践の関係（再確認） 

■ 社会福祉士養成教育の到達点→高い実践力を獲得する。 

社会福祉士養成教育（中略）の成果は、実社会において、「対人支援職」としての役割を全う

できる力量を教授したかどうかにある。 

 
■「高い実践力」をどう捉えるか？⇒「困難を解決する能力（＝支援結果を出す能力）」とだけ

理解して良いか？ 
※澤瀉久敬の指摘（哲学と科学） 

「実践というものはそれがただ実践であるから尊いのではなく、正しく実践されたときにのみ

尊いのです。そうしてそのように正しく実践を導くものこそ理論であ」る（1998:22）。 

※「高い実践力」が意味することは、理論に裏付けられた行為を指し、「正しく実践する力」と

翻訳することが出来る。つまり単に「行為すればよい」というわけではなく、自らの行為が「何
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の理論（→義務論、功利論、徳論、社会正義 etc）」に基づいて行われているのか、自らが知るこ
と、そしてその重要性について理解することである。 
 
⇒このことを「理論を実践する」（ことを学習する）授業デザインの出発点としたい。 
 
※ここまでの確認。 
1）（哲学者の）思想や理論を教授すること、それを学ぶ意味を学習する。 
2）（学習した）思想や理論と実践とが結びついたとする根拠が問われる。 
 
 
4. 「理論」をどう実践するか－価値と倫理を教授する授業デザインのあり方－ 

■ 理論とは「正しく実践を導くもの」⇒実践を通して「理論」は体現される。 

Q1 正しくない実践は「理論」的でないのか？  
⇒ 強盗や殺人などの実践は正しいか。あるいは、感情的、思いつきによった実践は正

しいか。→ここでは、立ち入らない。 
 
Q2 正しい実践は、必ず理論的か？→先ほどの「Ex.1」の仮象問題を参照。 
※ 「正しい」とは何を持って「正しいのか？」という問いへ還元されるが、ここでは「望

ましい」に置き換えてみる。 
※ 何らかの理論に基づいていれば、「正しい実践」なのか？ 
 
⇒ 何を実践すればよいのか。 

 
■ われわれは、「理論を実践」している。 
※澤瀉久敬の指摘（哲学と科学） 

※ 「生きる」ということは創造することであり、創造は実践的行動によってのみ実現することから、実践が

尊いことを指摘する。その上で、澤瀉は問う。 

「一体、何を実践するのか」ということです。そうして、この時、燦然と輝き出すものこそ、

「理論」なのです。理論のない実践、それは盲目的であり、動物的であります。（1998:19） 

⇒「実践」は「理論」に先立つが、「実践」を「（人間的）実践」として根拠付けるものが理論

である。 
※「実践」は「理論」を体現するための方法である。しかし、「実践」と「理論」の対立構造の

中で、理論は活用は手段化され、実践の発現が目的となっている。ここに大きな問題がある。 
だから、「理論が体現化された実践」であることへの理解に到達するよう促すこと。つまり、

理論を活用することが、実践力を高めるのではないか？ 
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⇒対人支援の実践性に鑑みれば、「対人支援を【実践】ではなく、【理論】として捉える」と表

現できないだろうか。 
※やや矛盾するが、「実践が尊い」のは、理論がある場合 
 
5. 結論－理論を思考するとは－ 

■ 事前のやりとりでコーディネーターから示された論点 

実践と、その実践の根底を支える理論とが教育の場面でうまく接合されていない状況から、

理論を深く考える「思考」を促す教育のあり方について 

⇒ 対人支援を実践とだけ捉えている限り、「価値や思想」（といった理論）に必ず疑いが入り

込む。そのため、実践は頗る理論的であることを思考させるトレーニングが必要。 
※理論をどう使って実践に移すか。事例検討などが主流。→応用倫理学を参考にしてみる。 
 
■ 応用倫理学とは 

※われわれが生きる（生活）のに即した実際を取り扱う。Ex 生命倫理、環境倫理、企業倫理 
⇒「徐々に範囲を広げていく（現代社会の複雑さに対応）」…自らの生活に直結 
 
■ 「理論を実践する」ことを学習する授業デザイン（案） 

福祉の「事例集」などから始めずに、身近にある実際の問題、学生にとってとても重要な問

題（ダイエットや、失恋など、小さければ小さいほどよい）を思考さえつつ、福祉の哲学を抽出する訓

練を積み重ねることで、他人事を我が事、と捉えるトレーニングになるのではないか。 

 
■ 支援は自らに返っている 

対人支援職が対峙する「相手」は、実際的な苦しみを抱え、生活困難に喘ぐ者である、とい

う事実を前にすれば、その「苦しさ」は、対人支援職に向けられている「苦しさ」であると言

える。だからこそ、「私」はその「苦しさ」とどう向き合うのか、ということが問うべき問いと

して現れてくる。 

 
■ 実践は自らに返ってきていること、かつそれに従っている。 

 
※我が事として他人事を捉えているとき、理論と実践は繋がっているのではないか。 

「実生活のいくつかの領域で発生する道徳問題を理解し解決しようとするあらゆる体系的な

努力を含む研究領域一般」（Encyclopedia of Applied Ethics） 

哲学はいかなる事柄をも自分の問題として取り上げねばならない。（1998:24） 


